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日本の記録管理を国際標準レベルに
引き上げることを念頭に執筆された論集

●「公文書等の管理に関する法律」制定（2009年）に向け第
一線で活動してきた著者による「文書管理」「記録管理」
に関するコラム・論文を書籍化。2002年11月～2013年
2月の10年間にわたり「行政＆ADP」「行政＆情報シス
テム」（行政情報システム研究所発行）に連載された中から
63篇を精選、他に論文5篇も併載しました。

●記録管理の重要性、海外先進国の現状、法整備に向
けた主張、日本における問題点の指摘など、初心者
にもわかりやすく論じており、各編の末尾にはその
後の動きや参考情報を加筆しています。

今、なぜ記録管理なのか＝記録管理のパラダイムシフト
　―コンプライアンスと説明責任のために　　小谷允志著
A5・260頁　定価（本体3,500円＋税）　978-4-8169-2137-7　2008.9刊

好評
既刊

●日本の文書管理・記録管理の歴史、動向、問題点が浮き彫りになる●

文書と記録のはざまで
─最良の文書・記録管理を求めて

9784816924477

著者プロフィール　小谷 允志　こたに まさし

神戸大学法学部卒。（株）リコー、日本レコードマネジメント（株）レコー
ドマネジメント研究所長を経て、現在（株）出版文化社アーカイブ研
究所長。記録管理学会会長、ARMA（国際記録管理者協会）東京支部
会長を歴任。日本アーカイブズ学会会員。
著書に「今、なぜ記録管理なのか＝記録管理のパラダイムシフト：コンプライ
アンスと説明責任のために」（日外アソシエーツ 2008）、『世界のビジネス・アー
カイブズ：企業価値の源泉』（共訳）（日外アソシエーツ 2012）、『情報公開を進め
るための公文書管理法解説』（共著）（日本評論社 2011）、『文書管理と情報技術』

（共著）（日本経営協会 2007）、『入門・アーカイブズの世界』（共訳）（日外アソシ
エーツ 2006）ほか。他に文書・記録管理、アーカイブズに関する論文多数。

【掲載タイトル】
日本の文書管理の課題
何のために文書・記録を作成するのか？
ニューオリンズからのレポート
　─第47回ARMA（国際記録管理者協会）年次大会参加記─

『超』整理法と組織の文書管理─文書管理に分類は不要か？─

地方自治体における文書管理実態調査より
内閣府「公文書に関する懇談会」の最終報告を読む
アーカイブズの国際シンポジウム参加記
記録管理のパラダイムシフトが始まっている
耐震強度偽装とライブドアのメール問題から
もう一つのアーカイブズ─歴史的な建造物と景観の保存
内閣府「公文書に関する懇談会」の第2次報告書
政府秘密情報の公開をめぐって─米国国立公文書館の活動─

OX法を生んだエンロン事件と日本版SOX法
米国国立公文書館のERA（電子記録アーカイブズ）

公文書管理法、成立！
紙から電子への記録維持管理の移行
情報管理の二律背反─機密保護か、知る権利か─

東日本大震災と記録の役割
沖縄密約文書開示訴訟の控訴審判決
原子力災害対策本部の議事録不作成問題
デジタル記録の信頼性に関する国際セミナーから
オバマ大統領の政府記録管理に関するメモランダムその後

……など63篇と付載論文5篇


